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近年，中ࠃ地方の中ࢁ間地域のਫా
స׵ാでの大豆栽培において「マϧバ
ϧί΢」，「マϝアαΨオ」などのؼ化
アαΨオ類の発生がݦ著になってきて
おり，これらの難๷আ雑草の発生は࣪
とならびこの地域で大豆ऩྔを௿下֐
さͤるओ要な要Ҽとなっている。これ
らの地域では೶ࣄैۀ者の高ྸ化に൐
い集མӦ೶๏人΁ะ৔が集ੵし，༻ਫ
のརศ性のѱいะ৔に大豆の栽培がݻ
定化する޲܏にある。ݧࢼを実ࢪした
๏人のะ৔でも多͘のะ৔で大豆の連
，やࢪが続いており，ଯංの連༻の実࡞
ほ΅す΂てのะ৔を同一ػցでۀ࡞す
ることから「マϧバϧί΢」をओとす

るアαΨオ類が広がってきており，ऩ
֭をஅ೦するะ৔もい͘つか存在して
いる（図 -1）。

この地域の大豆の栽培体系では，
ͪΐうどകӍにあたる 6 月中下旬にඪ
४の೻種期をܴえ，೻種後の降Ӎ౳に
よるබཱͪෆྑが発生するため，࡞෺
でのඃ෴による後発雑草の発生を཈੍
する効果がे分ಇいていないことも雑
草が૿加している要Ҽと考えられる。

೶ߏػݚ中ԝ೶ڀݚۀηンλʔで
は，これまでにؼ化アαΨオ類のܹ発
ะ৔において 60DN ৚間で中ߞ培土
とつり下͛ノズϧによるܪ葉ॲ理ࡎの
間ॲ理を含むܣ 3 ճのআ草ࢄࡎ布を
行う体系と，ܹ発にはࢸっていない
ะ৔を対象としたよりলྗ化された
30DN ৚間でআ草ࡎ 2 ճの๷আ体系が

ࣔされている（中ԝ೶2012 ݚ）。
これに対し，われわれはะ৔のഉਫ

と地下ᕲᕱを両ཱする地下ਫҐ੍ޚシ
εςϜ（以下ϑΥアεと記す）をಋೖ
し，晩೻ద性の高い大豆品種「あきま
ろ」の 30DN ৚間で晩೻栽培を行い，
これに，つり下͛ノズϧによるܪ葉ॲ
理ࡎのܣ間ॲ理を含む 3 ճのআ草ࡎ
布による難๷আ雑草๷আを行う栽培ࢄ
体系をߏஙした（٦ら 201�）。ここ
では，本栽培体系について，大豆のऩ
ྔ性および雑草๷আ効果を現地ݧࢼに
おいて実ূした結果を঺հする。

�. ೉๷আࡶ૲๷আのͨΊ
ʹ用͍Δٕज़

を行った現地ะ৔は，「マϧバϧݧࢼ
ί΢」，「マϝアαΨオ」，「オオオナモ
ϛ」，「アϝリカηンμンάα」౳多͘
の雑草が発生しており，ݧࢼを実ࢪし
たલ年は大豆のऩ֭をஅ೦したะ৔で
ある（図 -1）。この中でもऩ֭࣌に問
題となり༏ઌして広がっている「マϧ
バϧί΢」をओ要な๷আの対象とした。

既存の੒果によると難๷আ雑草であ
るؼ化アαΨオ類の๷আについては，
大豆のබཱͪを҆定さͤ，大豆による
ඃ෴によりর౓が 50ˋ以下になる期
間までの๷আを行うことがඞ要とされ
ており，র౓が 50ˋとなる࣌期とい
うのは，大豆の草高が৚間と同͡高さ
になることが目҆とされている。つま
り，大豆のग़ժ，初期生育を҆定さͤ，
早期に地ද面をඃ෴さͤ，৚間と草高
が同͡になるまで೗Կにしてマϧバϧ

図 ૲ʹ෴ΘΕͨେ౾ะ৔ࡶ　�-
ൃੜࡶ૲ɿϚϧバϧί΢，ϚϝΞαΨΦ，ΦΦΦナϞϛ，ΞϝϦΧηンμンάα，ΦΦΠψλσ，ϗιΞ
ΦήΠτ΢

発生雑草：マルバルコウ、マメアサガオ、オオオナモミ，アメリカセンダングサ，
オオイヌタデ，ホソアオゲイトウ等

図-1 雑草に覆われた大豆圃場
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注）圃場にはいずれもフォアスを設置、播種日は2014年：7月24日、
2015年：7月21日

年次 区 条間×株間 出芽本数 出芽率 成熟期 倒伏角度 最下着莢高 坪刈収量 コンバイン 収量
(cm) (本/m2) (％) (月日) （°） (cm) (kg/10a) (kg/10a)

密植 30×11 26.2 86.5 11.12 54.9 21.8 400 256

標植 30×19 16.9 96.5 11.13 44.5 16.6 379 210

密植 30×11 24.2 79.9 11.13 43.4 16.3 400 229

標植 30×19 15.1 86.3 11.14 40.7 16.1 357 147

密植 30×11 26.2 78.8 11.07 73.9 25.5 384 218

密植 30×11 24.2 70.1 11.09 45.3 21.9 324 219

2014

2015

⾲-1 ᬌ᧛での཰㔞ࠖࢁࡲࡁ࠶ࠕ

ί΢を๷আするかが問題となる。
まず，ग़ժ・බཱͪの҆定化のため

のٕज़として，本体系ではകӍ明け後
の晩೻栽培とϑΥアεのར༻を行って
いる。また，品種には೶ߏػݚ੢日本
೶ڀݚۀηンλʔで育੒した晩೻ద性
が高い「あきまろ」を࢖༻して晩೻で
のऩྔの௿下を๷いでいる。

	�
 େ౾඼छʮ͖͋·Ζʯの൩೻ڱ
ഓ࠿২ີܣ

大豆ではඪ४の೻種࣌期より遅͘な
るにैいऩྔがݮ少する޲܏にあり，
晩೻ではऩྔ௿下が見ࠐまれるが，今
ճ࢖༻した大豆品種「あきまろ」は晩
生の品種で，現地で栽培されている大
豆品種「ανϢλカ」に͘ら΂೻種࣌
期の遅れによるऩྔ௿下΁のӨڹが小
さい。また，「あきまろ」は，࠷下Ґ
のᣛがண生するҐஔが高いためίンバ
インऩ֭࣌のמり残しによるロεが少

ない。本栽培体系では中ࠃ地方の中ࢁ
間地域でඪ४とされる 6 月中下旬ࠒ
の೻種࣌期より໿ 1 ヶ月後の � 月中
下旬のകӍ明け後に೻種を行う。さら
に雑草の要๷আ期間を୹͘するため，
ං೻種により৚間ࢪ同࣌ىߞ 30DN 
のີ植で栽培することで大豆による早
期の地ද面のඃ෴を図る。また「マϧ
バϧί΢」は大豆の生育中も৽し͘ग़
ժして͘るが，晩೻を行うと೻種の際
に，それ以લに発生した雑草が一౓リ
ηットされるため，࠷ऴ的に大きな
雑草個体が残りに͘͘なることにつ
いても，晩೻のར点として考えてい
る。晩೻を行うことでऩྔの௿下が
೦されるが，これについては晩生のݒ
大豆品種「あきまろ」をີ植で栽培す
ることによりܰݮする。ද -1 に現地
実ূݧࢼにおける「あきまろ」の晩೻
植࣌のऩྔをࣔす。੒ख़期࣌点ີܣڱ
での౗෬がݒ೦されるものの，ग़ժ数

໿ 25 本 �ᶷのີ植
栽培でίンバイン
ऩ֭࣌でも 218 ～
256kg�10a であり，
現地のฏۉऩྔと
比΂ても多ऩが得
られている。

	�
 ϑΥΞεʹΑ
ΔകӍ໌͚ޙのබ
ཱͪ҆ఆ

ϑΥアεは，೶ݚ
ύσΟ（ג）とߏػ
所で開発したڀݚ
ഉਫと地下ᕲڎ҉

ᕱの両方をՄೳとするシεςϜであ
る。10N ຖにຒઃする多޸ύイϓに
よるװઢύイϓとこれらをࢧ͙ܨઢύ
イϓ，װઢύイϓに௚交し 1N 間隔
で޻ࢪするิॿ޸（஄ؙ҉ڎ），װઢ
ύイϓの༻ਫଆに઀続するਫҐ؅理ث
とഉਫଆに઀続するਫҐ੍ثޚからな
る。ਫҐ؅理ثとਫҐ੍ثޚのઃ定に
より，ᕲᕱ，ഉਫの両方に࢖༻できる

（౻৿ら 2003）。੉ށ಺地域でകӍ明

ද -�　ʮ͖͋·Ζʯ൩೻Ͱͷऩྔ

஫）ะ৔にはいずれもϑΥアεをઃஔ，೻種日は 201� 年ɿ� 月 2� 日，2015 年ɿ� 月 21 日
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　　　　　　　஫）߲໨຤ඌͷ਺ࣈ͸ะ৔൓෮Ͱͷ௨͠൪߸
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け後の晩೻を行うと，೻種後のׯばつ
によりग़ժෆྑや生育ෆྑが૝定され
る。これについて 
 ϑΥアεのᕲᕱػ
ೳを༻いてग़ժබཱͪを҆定さͤる。
ϑΥアεを༻いたᕲᕱの৔߹，土৕が
いったん͘סと通常のਫҐઃ定による
地下ᕲᕱではᕲਫϜラが生͡ることが
ある。これについては 
 ೻種後の土৕
のס૩が૝定される৔߹には，೻種લ
に一౓，地ද面近͘まで地下ਫҐを上
͛た後，30DN までਫҐを下͛ること
で，土৕ਫ分むらがな͘なりබཱͪが
҆定する（図 -2，஛ాら 2013）。

	�
 আ૲ࡎ๷আମܥ

大豆೻種後の๷আについては，೻種
௚後の土৕ॲ理ࡎ（ジϝςナϛυ・リ
χϡロンೕࡎ），大豆 2 葉期のબ୒性
とキザロࡎϕンλκンӷ）ࡎ葉ॲ理ܪ
ϗッϓΤνϧਫ࿨ࡎ）の全面ࢄ布およ
び大豆 5 葉期のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ

（άϧϗシネʔトӷࡎ）のつり下͛ノ
ズϧによるܣ間ג間ࢄ布をそれͧれద
期に行う（図 した土৕ॲ理༺࢖。（3-
は「マϧバϧί΢」に対しての๷আࡎ

効果がೝめられないもの
の他の雑草を཈え，以降の
๷আの際のॿけになる。大
豆 2 葉期には「マϧバϧ
ί΢」のϕンλκンӷࡎで
枯死できる葉ྸを௒えてい
る৔߹もあるが，それでも
生育が཈੍されることで，
大豆 5 葉期のඇબ୒性আ
草ࡎによる๷আまで雑草の
生育を遅らͤる効果がೝめられる。こ
こで，大豆 2 葉期，大豆 5 葉期の֤
でొ࿥ࡎ布ద期は，それͧれのࢄのࡎ
された೶ༀ࢖༻๏での࠷も早い࣌期に
あたり，「マϧバϧί΢」の๷আのた
めにはこれらのϐンϙイントでの๷আ
がඞ要となる。また，つり下͛ノズϧ
によるܣ間ג間ࢄ布では೶ༀొ࿥上ج
本的には大豆の本葉にかけてはいけな
い。「あきまろ」はこの本葉高のҐஔ
が高いため，つり下͛ノズϧの෾ޱの
Ґஔを高͘ઃ定できるར点がある。本
実ূݧࢼの৔߹は෾ޱを地上 15DN
にઃ定してࢄ布を行っている。

図 -� は現地の雑草多発ะ৔での本

体系での๷আݧࢼ結果であり，土৕ॲ
理ࡎと大豆 2 葉期のબ୒性ܪ葉ॲ理
大豆，ࡎ 5 葉のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ
のࢄ布を行うことで，「マϧバϧί΢」
の多発するะ৔であってもほ΅完全な
๷আがՄೳであった。また，現地׳行
の土৕ॲ理ࡎ 1 ճのみの๷আに͘ら
΂，今ճの栽培体系で雑草が๷আで
きることにより，໿ 2 ഒのऩྔが期
଴できることがわかる。ただし 
 図 -�
ではこの 3 ճの๷আから大豆 2 葉期
のબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎをলいても大豆の
ऩྔはほとんど変わっていないが，ఱ
ީ౳によりద期ࢄ布ができないՄೳ性
やऩ֭࣌に残った「マϧバϧί΢」が
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作物 現地慣行① 晩播体系②

項目 サチユタカ標播 あきまろ晩播

生産費（kg/10a） 125 231 106

販売単価(60㎏) 8,400 8,400 0

戦略作物助成 35,000 35,000 0

畑作物の直接支払 23,938 44,237 20,299

販売粗収益 76,438 111,577 35,139

種苗費 4,736 5,184 448

肥料費 7,170 7,170 0

農薬費 7,287 10,511 3,223

燃料費 1,886 2,020 134

諸材料費 368 725 357

土地改良及び
水利費

0 0 0

賃借料及び料金 2,011 2,532 521

物件税及び
公課諸負担

1,141 1,141 0

建物費 697 604 -93

農機具費 19,136 24,890 5,754

費用合計 44,433 54,777 10,344

所得 32,004 56,800 24,796

②－①

（円/10a)　　　　　ද -�　ʮ͖͋·Ζʯ൩೻ମܥͷऩӹੑ　　	ԁ ���B）

‌ ஫ 1）大豆数ྔ෷は 2 ౳ 3 ౳֤ 50ˋとして計ࢉしている。
  2）  生産අは現地ݧࢼ対象๏人にجづいており，৽体系には૿加

するࢿ材，ػցが加ࢉされている。
  3）  現地׳行の୯ऩ 125ᶵ �10a は統計஋を༻いており，2010 ～

201� 年の 5 年ฏۉ（中ࠃ地域）であり現地୯ऩより多い。
  �）  ೶ػ۩のݻ定අは，現地׳行では上記๏人 2012 年のܦӦن

໛（໿ 8�Ia）に，晩೻体系では 201� 年のܦӦن໛（103Ia）
にجづいてࢉग़している。

  5）地下ਫҐ੍ޚシεςϜのঈ٫අは含んでいない。
  6）ここでの所得はૈऩӹʵ෺材අとした。
  �）  他には公՝諸ෛ୲のݻ定අ分として׳行で 988 ԁ �10a，৽体

系で 85� ԁ �10a があるがলུした。
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け後の晩೻を行うと，೻種後のׯばつ
によりग़ժෆྑや生育ෆྑが૝定され
る。これについて 
 ϑΥアεのᕲᕱػ
ೳを༻いてग़ժබཱͪを҆定さͤる。
ϑΥアεを༻いたᕲᕱの৔߹，土৕が
いったん͘סと通常のਫҐઃ定による
地下ᕲᕱではᕲਫϜラが生͡ることが
ある。これについては 
 ೻種後の土৕
のס૩が૝定される৔߹には，೻種લ
に一౓，地ද面近͘まで地下ਫҐを上
͛た後，30DN までਫҐを下͛ること
で，土৕ਫ分むらがな͘なりබཱͪが
҆定する（図 -2，஛ాら 2013）。

	�
 আ૲ࡎ๷আମܥ

大豆೻種後の๷আについては，೻種
௚後の土৕ॲ理ࡎ（ジϝςナϛυ・リ
χϡロンೕࡎ），大豆 2 葉期のબ୒性
とキザロࡎϕンλκンӷ）ࡎ葉ॲ理ܪ
ϗッϓΤνϧਫ࿨ࡎ）の全面ࢄ布およ
び大豆 5 葉期のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ

（άϧϗシネʔトӷࡎ）のつり下͛ノ
ズϧによるܣ間ג間ࢄ布をそれͧれద
期に行う（図 した土৕ॲ理༺࢖。（3-
は「マϧバϧί΢」に対しての๷আࡎ

効果がೝめられないもの
の他の雑草を཈え，以降の
๷আの際のॿけになる。大
豆 2 葉期には「マϧバϧ
ί΢」のϕンλκンӷࡎで
枯死できる葉ྸを௒えてい
る৔߹もあるが，それでも
生育が཈੍されることで，
大豆 5 葉期のඇબ୒性আ
草ࡎによる๷আまで雑草の
生育を遅らͤる効果がೝめられる。こ
こで，大豆 2 葉期，大豆 5 葉期の֤
でొ࿥ࡎ布ద期は，それͧれのࢄのࡎ
された೶ༀ࢖༻๏での࠷も早い࣌期に
あたり，「マϧバϧί΢」の๷আのた
めにはこれらのϐンϙイントでの๷আ
がඞ要となる。また，つり下͛ノズϧ
によるܣ間ג間ࢄ布では೶ༀొ࿥上ج
本的には大豆の本葉にかけてはいけな
い。「あきまろ」はこの本葉高のҐஔ
が高いため，つり下͛ノズϧの෾ޱの
Ґஔを高͘ઃ定できるར点がある。本
実ূݧࢼの৔߹は෾ޱを地上 15DN
にઃ定してࢄ布を行っている。

図 -� は現地の雑草多発ะ৔での本

体系での๷আݧࢼ結果であり，土৕ॲ
理ࡎと大豆 2 葉期のબ୒性ܪ葉ॲ理
大豆，ࡎ 5 葉のඇબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎ
のࢄ布を行うことで，「マϧバϧί΢」
の多発するะ৔であってもほ΅完全な
๷আがՄೳであった。また，現地׳行
の土৕ॲ理ࡎ 1 ճのみの๷আに͘ら
΂，今ճの栽培体系で雑草が๷আで
きることにより，໿ 2 ഒのऩྔが期
଴できることがわかる。ただし 
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ではこの 3 ճの๷আから大豆 2 葉期
のબ୒性ܪ葉ॲ理ࡎをলいても大豆の
ऩྔはほとんど変わっていないが，ఱ
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生産費（kg/10a） 125 231 106

販売単価(60㎏) 8,400 8,400 0

戦略作物助成 35,000 35,000 0

畑作物の直接支払 23,938 44,237 20,299

販売粗収益 76,438 111,577 35,139
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肥料費 7,170 7,170 0
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物件税及び
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建物費 697 604 -93
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にجづいてࢉग़している。
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  6）ここでの所得はૈऩӹʵ෺材අとした。
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ίンバインにབྷみつ͘などのۀ࡞ೳ཰
の௿下を考えると 3 ճの๷আを行う
体系が๬ましいと考える。

�ɽܦӦධՁ

今ճ現地実ূݧࢼを行った東広島ࢢ
にある " 集མӦ೶๏人（ܦӦ面ੵ໿
100Ia，大豆࡞෇面ੵ໿ 1�Ia）にお
けるܦඅの実੷஋にجづいたܦӦධՁ
によれば，本体系により，種බඅ，೶
ༀඅやػցඅ౳が૿えるものの，ऩྔ
やิॿۚ౳の૿加により，所得が 10a
あたり໿ 25 ઍԁ૿加する（ද -2）。
ただし，この所得はϑΥアεの年間の
ঈ٫අである໿ 20 ઍԁ �10a（੢日
本೶201 ݚ�）をআいたものである。
実際には，このϑΥアεの޻ࢪにはࠃ
や県౳のิॿۚを活༻している৔߹が
多͘，೶ۀ者のෛ୲ֹはこれより௿͘
なっている。また，この地域において
現ঢ়で࣪֐，雑草֐により大豆のऩྔ
性が著し͘௿いะ৔が一෦存在するよ
うな৔所では，問題の少ないะ৔では
今まで通りの 6 月中下旬の体系を実
し，雑草が問題となるะ৔を本体系ࢪ

で行う。これにより，೻種期間を௕͘
ઃ定できることでۀ࡞の集中を؇࿨す
ることがՄೳになると考えられる。

͓ΘΓʹ

今ճの現地実ূݧࢼにおいて，現地
での難๷আ雑草多発地域であっても品
種や栽培๏およびద期のద੾な؅理࡞
を行えば๷আがՄೳであることをࣔۀ
した。しかし，೶ࣄैۀ者がݮ少する
中で೶地の集ੵが進み࡞෇面ੵが૿加
している集མӦ೶๏人においては，多
数のะ৔をݶられた人数とػցで؅理
するඞ要がある。この際にす΂ての大
豆ะ৔でద期๷আを行うのはࠔ難であ
り，このためには，ࣄલにะ৔別のআ
草ࢄࡎ布ద期を೺Ѳし，ద੾なۀ࡞計
ըをཱてるඞ要がある。これにはะ৔
ごとの೻種日の৘報を؆易にऩ集する
ٕज़や，大豆の生育を༧測する生育モ
σϧによる๷আద期をะ৔別に地図上
でࣔす (*S（地理৘報シεςϜ）など
の活༻が有効と考えている。これらに
よりݶられた人や࣌間の੍໿の中で，
この๷আ体系を効཰的に実ફしてい͘

ためのٕज़ߏஙが今後重要になって͘
るものと考える。

本ڀݚは，201�，2015 年౓に，߈
めの೶ྛਫ産ۀの実現に޲けたֵ৽的
ٕज़ٸۓల開ۀࣄ（うͪ産学のӳ知を
結集したֵ৽的なٕज़体系のཱ֬）の
中で実ࢪした。
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